
北区日中友好協会 主 催

日中友好を訪ねる

１０月２０日（日） 午前１１時～１２時

今年の1万円札の顔となった渋沢栄一は晩年の３０年間を飛鳥山で暮らしまし
たが、中国人留学生に奨学金を贈るなどの支援活動もしています。
また、飛鳥山公園内の北村西望作「平和の女神像」は日中国交正常化を記念し

て建立されましたが、今年建立５０周年を迎えました。また、近隣の王子神社で
も徳川三代将軍家光の命により古代日本と中国の絆を表す絵巻が作製されていま
す。これらの場所を訪ねて北区の日中友好の歴史に触れていただくと共に、併せ
て旧渋沢庭園の散策もお楽しみいただきます。

Þ
午前１１時集合 （北村西望作の長崎像縮小版）

Þ Þ
(神社縁起絵巻に徐福が･･･) (日中国交正常化を記念し北村西望が制作)

Þ Þ
（蒋介石も訪問） １２時頃

【実施日】 令和６年１０月２０日（日）

【参加費】 無 料（解散後に渋沢史料館入館希望の方は入場料300円必要）

【締 切】 先着２０名で締め切らせて頂きます。（資料を用意します）

【申 込】 参加ご希望の方は下記事務局まで

東京都北区王子２－１４－１７ 丸山事務所内
北 区 日 中 友 好 協 会 Ｅメール：maru23@gol.com
ＴＥＬ３９１１－２３８１ ＦＡＸ３９１３－２３８１

※ 当日は、飛鳥山公園と旧渋沢庭園内でハワイアンフェアの開催が予定されて
います。現地解散後は、ハワイアンフェアをお楽しみ下さい。

※ 渋沢栄一は飛鳥山の邸宅に世界から多くの賓客を招いて国際交流に尽力して
いましたが、ハワイのカラーカウア王の招待会の折に、フラダンスが披露さ
れたことにより、飛鳥山が日本におけるフラダンスの聖地と認識されるよう
になりました。

※ このイベントは令和３年１０月に実施した企画の第２弾です。


